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はじめに
　現在、インターネット上に様々な韓国語学習
用サイトが公開されている1。画像と音声によ
って学べる学習屠サイトは独学者のみならず、
学生の自習用としても有益である。しかし本稿
のテーマである「インターネットを用いた韓国
語の授業」とはこのような学習目的に作られた
サイトを利用した授業ではなく、韓国で作られ
た韓国語による一般のサイトを利用した授業を
指す。具体的には『朝鮮日報』などの新聞のイ
ンターネット版や博物館のウェブサイト、オン
ラインショッピングのサイト等を教材として使
用した授業のことである。筆者は現在、本学国
際教養学科韓国語コ・一一．スの2年生32名を対象
にそのような授業を試みている。本稿では実際
に農開されている授業の内容について述べたう
えで、その効果と問題点を明らかにし、インタ
ーネットを用いた授業のあり方について考え
る。
1　受講の前捉と授業の目的
　本学国際教養学科韓国語コースの教育課程に
おける韓国語関連科目の授業展開ついては以前
にまとめたことがあるが2、2005年度現在の韓
国語の授業の状況について簡単に述べておく。
専攻語学である韓国語は1年次においては「基
礎韓国語工～VI」、2年次においては「上級韓
国語1～VI」のそれぞれ週6コマの授業が必修
科目として置かれている。1、2年次ともV、
班の2コマは韓国人講師による会話の授業に充
てられている。1・・－IVの4コマについては、1
年次の場合は筆者を含めた二入の日本人教員が
2コマずつ担当し、文法、作文、聴解、ロール
プレイなどの授業を行なっている。2年次では
韓国入二人と、日本人二人が1コマずつ受け持
っている。筆者が行なって鼻るインターネット
を用いた授業はここに含まれる「上級韓国語皿
3」の後期15週分に当たる。それ以外の3コ
マの授業では読解、作文、文型学習等が行なわ
れ、引き続き基礎の積み上げが図られている。
このことが筆者の授業の前提の一つである。
　韓国語の授業にインターネットを使用するた
めには韓国語の読み書き能力とともにパソコン
の基礎知識が必要とされる。これについては1
年次前期に「パソコンリテラシイ」が開講され、
選択科目ではあるが全ての学生が受講してい
るeインターネットに関しては3、4コマが充
てられ、筆者の授業で必要とする程度のパソコ
ン操作法はここで十分に身に付けられている。
加えて必要とされるのはハングル入力法の習得
である。これは1年次前期の入門段階において、
キーボードでハングルを入力しながら発音を学
ぶという教育法が試みられ、成果を上げている
4。したがって2年次後期の段階において韓国
語のウェブページを閲覧することに抵抗を感じ
る学生はほとんどいない。因みに本学2年生の
韓国語能力は「ハングル能力検定試験」の3級
を前期に取得し、後期は準2級を目指す段階で
ある。
　筆者が2年次後期にインターネットを用いた
国際教養学科
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授業を行なう口的は一言で需えぱ、韓国讃の実
践的な能力を身に付けさせることにある。学生
たちはみな韓国譜に興味を抱いて入学した者ば
かりであり、2年雌の授業を通じて韓国語の基
礎的な能力を身に付け、それぞれに満足して卒
業していく。しかし4年制大学に編入する一部
の者を除き、卒業後は韓国譜とはほとんど縁の
ない生活を送ることになる。進学した場合でも
語学専攻の課程でない限り韓国語からは遠ざか
りがちになる。つまり学んだ韓国語を用いて何
かをするという機会がないまま韓国語を忘れて
しまうのが実情なのである。これは大変惜しま
れることである。もちろん2年問の学習で十分
な能力が身に付くわけではない。卒業後も独学
を続けて検定試験の上級を目指す卒業生も見か
ける。それは大変好ましいことであるが、ごく
一部に過ぎない。そこで筆者は基礎的な学習を
終えた段階で卒業していく本学の学生に対して
韓国語を用いる実践的な場を与え、韓国語使用
において「ひとり立ち」できる能力を身に付け
させたいと考えるようになった。「ひとり立ち」
とは、不十分な点はあろうとも身に付けた韓国
語の能力をフル活用して何事かを成し遂げるこ
とを意味している。
　このような理由から筆者は教科書を離れ、社
会に出ればより身近になるであろうインタ・・一ネ
ットを、韓国語を通して何事かを成し遂げる一
つの場として利用し、韓国語を実践に活かす能
力を身に付けさせることにしたのである。また
進学者の場合は歴史や文学を専門的に学ぶこと
になれば韓国語のサイトを通じての情報収集は
欠かせない。いかなる目的、いかなる形にせよ、
韓国語を使用する機会を持つことによって短大
での2年間に身に付けた能力を維持、向上させ
ることができれば、それがまたi新たな道へとつ
ながっていくと考える。
2　新聞記事を用いた授業と課題学習
　インターネットを用いた授業の内容について
述べる前に、この「上級韓国語豆」の前期の授
業展開について述べておく。「上級韓国語ll」
の莇期は普通教室において行い、新聞の報道記
事を教材に用いている。報道文は構造が比較的
単纏で文章が短い。そして使用される表現に一
定の傾向があるため繰り返し読むことによって
自然に頭に入っていく。ある学生は「射強叫（明
らかになった）」という表現を覚えることがで
きたと感想を書いているが、それ以外でも接続
籍尾の「～明（～であり）」や間接話法などが
報道文には多く用いられており、それらの表現
を実際の文章を通じて学ぶことができる。また、
漢字語が多いため漢字音に習熟することができ
る。漢字語をたくさん覚えられたという感想も
目立つ。授業で最も効果を期待したのも漢字語
の習得である。
　この授業では辞書を使用せずに記事の大意を
読み取ることを目標に置いている。したがって
予習は必要としない。これも実践的能力を養う
訓練と位置づけているeしかし2年次の初めの
段階でいきなり韓国語の記事を見せられれば学
生は当惑する。そのため主に次の二つの方法を
用いている。先ず一つ目の方法として、学生が
よく知っている、比較的内容が軽くて短い記事
を選ぶ6芸能関係であるとか日本に関する話題
が有効である。理解を助けるために写真が掲裁
されていることが望ましい。二つ目は、日本の
薪聞に掲載された韓国の新瀾記事の翻訳または
要約を利用する方法である。その記事の元とな
っている韓国語の記事が教材となる。韓国の新
聞のインターネット版では一部、日本語に翻訳
されている記事もあるのでそれを利用すること
もできる5。学生には最初に日本語の記事を音
読させて予め内容を頭に入れさせるとともに、
使われている単語、特に漢語に注意を払わせて
おく。そして日本語の記事をいったん回収して
から韓国語の記事を配る。いずれの方法の場合
もワ・－H－Fクシートを配布し、、記事の内容に関する
質問に答えさせるのであるが、このときも記事
に使われている文をなぞるような質問文を用い
ると読解の助けになる。そして最後に記事全体
を音読して解釈し、必要に応じて文法説開を行
なう。翌避にはその記事に用いられている単語
のテストを課しているため、学生は授業後に辞
書を引いて復習することになる。後期に行われ
るインターネットを用いた授業では新聞記事も
主要な教材として使用するが、．その段階までに
学生は韓国の新聞記事を読むことにある程度慣
れることができる。
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　このほかに別の課題も与えている。それは『朝
鮮日報』インターネット版の「読者の意見」か
ら投稿記事を一つ選んで翻訳することである。
この段階ではまだ多くの学生が韓国語のサイト
を閲覧した経験がないため検索方法を説明しな
ければならないが、先に述べたように技術的な
問題はほとんどなく、プリントと口頭説明で理
解させることができる。この課題は1週間に二
人を割り当て、その間に掲載された投稿記事の
中からそれぞれ一つずつを選ばせて、A4の用
紙の上半分に原文をタイピングし、下半分に日
本語訳を付け、最後に「ひとこと」として本人
の意見や感想を書かせるものである。この課題
の目的は四つある。一つ目は後期の授業に備え
て韓国語のウェブページに慣れさせておくこと
であり、二つ目はハングルタイピングの練習で
ある。以上の二つはパソコンで韓国語を扱うに
際しての言わぱウオーミングアップであり、次
の三つ目と四つ目が主たる目的である。すなわ
ち三つ目として、日本語への意訳の仕方を学ば
せる。通常の授業時間内では文章の大意を掴む
ことを目標としているため、日本語の表現に気
を配る余裕がない。そのためこの課題では昼休
みなどを利用して学生と個別に対面して指導を
行う。このとき文法解釈の間違いと日本語表現
の不自然な箇所を指摘して原稿を再提出させ、
最終的に完成した課題シートは廊下に貼り出
し、全ての学生が見られるようにしている。担
当した学生はもちろんのこと、記事を読んだ学
生がそのとき韓国で話題になっていることを知
り、韓国の一般の入kの思考方法について理解
することが、この課題の四つ目の目的である。
これは新聞の投稿記事を利用する理由の一つで
もある。さらに投稿記事は分量的にも無理がな
く、ほとんどの学生は課題を3時間程度で終え
ているようである。
　ところで投稿記事の内容は社会に対する不満
が大部分を占めており、心温まる話題はごくわ
ずかである。これによって韓国に対する印象が
低下することのないように対策を講じる必要を
感じている。
3　インターネットを用いた授業の展開
　それではインターネットを用いた実際の授
業の内容について具体的に述べることにする。
2005年度後期12月末現在までに行われたIO
コマに、これと重複しない2004年度に行なわ
れた1コマの内容を加えて述べる。
（1）新聞記事の検索と読解
　『朝鮮日報』、『東亜日報』、『中央日報』等の
インターネット版から記事を検索し、内容を読
み取ることが授業中の課題である。前期の授業
では日本語の記事とともに教師から韓国語の記
事が配布されたが、後期は韓国語の記事を自ら
検索することから始まる。検索においては段階
に応じて三つの方法がとられる。第一段階は教
師が配布した日本語の記事の元となっている韓
国語の記事を検索することである。この場合は
元の記事が一つしかないことが条件である。第
二段階は関連する韓国語の記事が複数あり、そ
の中から適切な一つの記事を検索することであ
る。そして多数の記事の中から必要な記事を検
索することが第三段階である。以下、具体的な
記事と課題、授業の展開について述べる。
　a．「冷めんにスパイ」（『朝日新聞』
　　2005．9．6）
　韓国の大学講師が老舗の冷麺店からスープ
のレシピを盗もうとして捕まったという内容の
『朝日新聞』のこの記事は『朝鮮日報』に掲載
された記事の要約であり、元の記事は一つしか
ない。したがって学生は適切な検索語を用いれ
ば当該記事を見つけることができる。しかし初
回の授業であるため検索語を入力する前に新聞
のトップページを一通り眺めることにした。「社
会」、「経済」などの単語の確認とともにバーに
表示された紙面の構成を眺め、それぞれの紙面
をクリックして細分化された分類を見ていく。
北朝鮮に関する記事が国際面でなく、政治面に
分類されていることなどは当然のことを再認識
させる現象である。
　このあと記事の検索を行い、「講師は最初に
いつ店を訪れ、何をしたかjなどのワークシー
トの質問に答えさせた。当然のことながら質問
は日本語の記事には載っていない内容に関する
ものである。当該記事はプリントしておき、最
後に配布して音読し、その場で訳させる。わか
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らない箇所は臨機応変に教師が助け舟を出す。
翌週に単諮テストを行うことは前期と同様であ
る．記事をプリントして配布するのは目の疲労
を防止するためと、轡き込めるようにするため
である。
　b，「ユニクロ、韓国3店舗オープン」（『朝
　　1ヨ辛斤prll』　2005．9．2）
　学生に馴染みのあるユニクロの韓図進出に
関する記事である。この記事は特派員の報告記
事であるため元になっている韓国諏の記事はな
い。しかしユニクロオープンを伝える韓国語の
罷事が『朝鮮日報」に一つ存在した。ユニクロ
関連の詑事はほかにもあったが、オープンに関
するものは一つだけである。そのため学生はい
くつかの記事を見比べてから適切な記事を選ん
でワークシートの質問に答えることになる。検
索においては「ユニクロ」をハングルでどう表
記するかで試行錯誤していたようである。なお
朝日新聞の記事の写真には「UNIQLOJという
ロゴが写っているにもかかわらず、「UNICLOj
と検索して見つからずに困っている学生も見受
けられた。当該記事の音読と解釈、翌週の単語
テストは前回と同様である。この授業では、ユ
ニクロのホームページの日本版と韓国版を開い
て価格を比較してみるということも行った。
　c．「人気漢方医キム・ソヒョンさんに聞く
　　美容支える『解毒』生活」（『朝日新聞』
　　2005ユ0．3）
　ドラマ「チ・Vングムの誓い」の入気と相まっ
て日本でも話題となった、漢方のクリニックを
開業する女性医師についての記事である。しか
し学生にはほとんど知られていなかった。これ
も元となる韓国語の記事はなく、しかも特定の
事件や出来事を報道する内容ではないため学生
はワークシートに沓かれた質問内容を見ながら
適切な記事を探すことになる。この医師に関す
る記事は複数あったが、ワー・一クシートの質問事
項は一つの記事のみから作成した。新聞記事の
検索にある程度慣れてきていたせいか学生は大
きな囲難もなく記事を見つけることができた。
学生がこの記事の内容について知らないことは
想定していなかったが、女子学生の関心事であ
るダイエットに関する内容であるため積極的に
記事を読もうという姿勢がうかがえた。この授
業でも最後にこの医師のクリニックのホームペ
ージを開いてダイエット製晶を見てみるなどの
ことを行った。
d．「韓中のキムチ紛争」（『朝鮮日報』日本版、
　　2005年ニュース特集）
　キムチから寄生虫の卵が検出されたというニ
ュースは日本でも大きく報道された。韓国社会
を揺るがしたこの騒動に対し、韓国ではどのよ
うな報道がされているのかを調べてみることに
した。これに関する記事は『朝鮮日報』日本語
インターネット版にニュ・一ス特集という形でま
とめて掲載された。この日の授業ではその見出
しの一覧から気になる記事を三つ選んで見出し
と最初の一文を書き出しておき、元の記事を韓
国語版から探して見出しと最初の一文を書き、
さらにそのうちの一つの記事の内容を簡単にま
とめることを課題とした。見出しを書き出させ
たのはx個別課題の「読者の意見］翻訳におい
て見出しの訳に苦労する学生が多かったため、
実際に見出しがどのように訳されているのかを
見ようという目的からであった。また最初の一
文を書き出させたのは、翻訳の過程で見出しが
大きく書き換えられている場合があり、そのた
めに見逃してしまうことが考えられたからであ
る。各学生が書き出した見出しはワークシート
を回収して整理し、韓国語、日本語とも表記し
て翌週、配布して検証したe
　この授業ではハプニングがあった。それは当
日になってニュース特集から「韓中キムチ紛争」
の項目が消えていたことである。そのため実際
には日本語の記事から関連の記事を検索する作
業から始めた。インターネットの世界ではこの
ような事態はいつでも起こり得る。それに備え
た準備が必要であることを改めて実感した。
　この課題はこれまでと違って記事の数が多か
ったため、元の記事を探すことにかなりの時間
を費やした。したがって翌週も継続して行なっ
たが、記事の内容をまとめることにもまた苦労
した。授業の最後には予め教師が選んでプリン
トしておいた関連の記事1枚を配布し、y・つも
のように音読して解釈し、翌週に単語テストを
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行なった。 うな授業である。
　e．「キムジャン」とは何か
　韓国の冬の風物詩、越冬用キムチの漬け込み
作業「キムジャン」について調べることを課題
とした。「キムジャン」という言葉について前
もって学生に尋ねてみると、聞いたことはある
がよくわからないという回答が多かった。その
ため「YAHOO1　KOREA」の百科事典で「キム
ジャン」について調べることを課題1とし、『中
央日報』から「キムジャン」に関する記事を三
つ選んで見出しを訳し、内容を簡単にまとめる
ことを課題2とした。そして課題3として全体
にどのような内容の記事が多かったかを書かせ
ることにした。この課題は日本語の記事を参照
することなく初めから韓国語の記事のみを検索
させるものである。
　この課題も2週に亘ったが、課題1について
は教室で解答を確認し、ワークシートは最後に
回収して記事の見出しを整理し、その翌週に配
布してどのような内容の記事が多かったかを学
生とともに確認した。予め記事を一つ選んでお
いて音読、解釈、単語テストを行うことはいつ
もと同様である。
　因みに「キムジャン」についての授業は昨年
も同様に行なったが、記事の内容で多いのは、
白菜の価格など経済的側面からの報道、隣近所
どうしの助け合い、企業活動としての寄付や助
け合いである。これにキムチ祭の開催や北朝鮮
のキムジャンの風景といった記事も毎年見られ
る。今年はこれらに加えて寄生虫卵騒動に関連
する記事が多数見られたほか、キムジャン作業
が主婦の体に与える影響について述べた記事が
いくつかあったことが興味を引いた。韓国のキ
ムチ文化とその変遷について知る授業としても
有効である。
　以上のような新聞記事を用いた授業では、記
事を検索する過程においてはインターネットが
大きな役割を果たしている。とは言え、記事を
見つけた後は内容を読解することが主たる作業
であり、その部分は前期に普通教室で行なって
いた授業と大差がない。そこでインターネット
を有効活用するために行なっているのが次のよ
（2）ウェブページの移動を伴う作業
　この授業は指定されたウェブページからパン
フレットやリストを完成させることが課題であ
る。この課題では漢字語の多い新聞記事とは違
い、教科書では学べない日常レベルの単語に遭
遇することになるが、単語の意味がわからない
場合もページを進むことによって画像と想像力
で理解できることが利点である。
　a．「キムチ博物館」のパンフレット作成
　「キムチ博物館」のウェブページを見ながら、
案内パンフレットを作成することが課題であ
る。ワークシートとしてパンフレットのフオー
ムを配布し、所在地、観覧時間、入館料、観覧
コース、展示館案内、各地のキムチの特徴、そ
してキムチチャーハンのレシピを書き入れさせ
た。「キムチ博物館」と言えば韓国総合貿易セ
ンタ・一（COEX＞内の「プルムウォンキムチ博
物館」が有名であるが、同館のウェブページは
バックが黒で白抜き文字のため見にくかった。
そこで今回はあまり知られていないが京畿道華
城市にある「ハンギョンキムチ博物館」のサイ
ト6を利用した。ページ数も適当で学生はキム
チ料理の写真を見ながら楽しそうに作業を行な
っていた。ただしキムチチャーハンのレシピに
ついては画面の韓国語を翻訳する作業となり、
これまで学んだことのない料理に関する単語が
多数使われているため、辞書なしでは理解が難
しいと判断した。そのためワークシートは難し
い部分は予め日本語を書いておき、穴埋め式と
した。
　b．「インターネット教保文庫」で買い物の
　　疑似体験
　韓国の大型書店、教保文庫のオンラインショ
ッピングサイト「インターネット教保文va　7」
で指定された本の価格を調べることが課題であ
る。同社のウェブサイトではもちろん書名など
の検索語を使って本を探すこともできるが、分
野別のかなり細かな分類によってページが構成
されているので、次々にページを開いていくこ
とによって実際の売場で本を探しているような
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気分を昧わうことができる。したがって指定す
る図被には｛！ie・’Ziのわからないものも含めてお
き、分野を判断してクリックによって指定図書
を探す作業を行なわせることにした。ワークシ
ートには書名と価格を癬くようになっている。
爽際に指定した図轡は次の通りである。
①今週のベストセラー第1位、②日本書籍の
今週のベストセラー第1位、③「チャングムの
誓い」のシナリオ本、④Fノルウェイの森」の
韓国謡訳、⑤小説「シュリ」、⑥キムヴヒョン
医師による赤ちゃんの皮脚管理の本⑦日本語
の辞轡ベストセラー第1位、⑧おいしい店の本
ベストセラー第1位、⑨世界の名作絵本ベスト
セラー第1位、⑩自分の読みたい本
①はトップページでベストセラーの表示をク
リックすれば見つけることができるが、②は外
国図書をクリックしてからベストセラー〉日本
図書ベストセラーと進まなくてはならない。③
は「チャングムの誓い」の原タイトルを知って
いれば問題はない。④は韓国語のタイトルが「喪
失の時代」であるが、ウェブページには原題の
表記もあるためノルウェイをハングルで入力す
れば見つけることができる。著者名からの検索
が最も簡単であるが、ほとんどの学生は「ノル
ウェイの森jを知らないようであった。⑤は「シ
ュリ」のハングル表記を思い浮かべなくてはな
らない。これは小説〉テーマ小説〉ドラマ・映
画小説とクリックでページを進む方法もある。
⑥は新聞記事の検索で扱った漢方医師の本であ
る。著者名から簡単に見つけることができる。
⑦は日本語の辞書ということから外国図書のペ
ージを見た学生が多かったが、これは国内図書
のページから外国語〉日本語〉日本語辞典の順
で進まなければならない。⑧は難しい。旅行〉
国内旅行〉テーマ旅行〉おいしい店めぐりの順
で進む。⑨も難しい。これは幼児〉物語絵本〉
世界の名作の順で進む。答えは皆が知っている
rオズの魔法使い」であった。本の表紙とハン
グル表記から画面に出て来た本が何であるかが
すぐにわかり、ここまで到達できた学生は喜ん
でいた。
　普段あまり本と触れることがない学生にはこ
の課題がどう受け止められるか気がかりであっ
たが、実際の読書とは別の作業として一生懸命
取り組んでいた。
　C．「ロッテドットコム」で買い物の疑似体
　　験
　ロッテデパートのオンラインショップサイト
「ロッテドットコムBlで指定された商品の価
格を調べることが課題である。トップページに
は家電、ファッション雑貨などの売場名が表示
されているが、課題1では食品売場に入って以
下の商品の価格を調べることとし、課題2では
いろいろな売場に入って友人に贈るクリスマス
プレゼントとして合計5万ウォン程度の商品を
選ぶこととした。課題1で指定した商品は次の
通りである。
①済州みかん10kg入り、②栗2kg入り、③
ブラックタイガー20尾入り、④おにぎり用焼
き海苔10G枚入り、⑤参鶏湯のレトルトパック
4袋入り、⑥高麗人参茶3箱入り、⑦メリーチ
ョゴレートミックス20、⑧マルコメ味噌料亭
の味
　食品売場は農産物、畜産物、水産物などと分
かれており、農産物をクリックするとさらに米、
雑穀、果物のような分類が現れ、さらに細かい
分類がその下に表示される。例えば③のブラッ
クタイガーは水産物〉海老の順で進む。⑤は即
席食品売場を探す。⑥は飲料売場の中の民俗茶
売り場にある。⑦はチョコレート売場へ入って
さらにチョコレートゴーナーへと進む。⑧は輸
入食品〉日本料理材料の順で進む。商品の数量
まで細かく指定しているのは数量別に同一商晶
が多数存在するためである。中には商品名、数
量ともに同一のものが複数存在する場合がある
ので指定する商品を決める際には注意が必要で
ある。商品すべてに写真が掲載されているため、
食品名の韓国語があやふやでもページを開けば
目で確認することができ、同時に単語を覚える
ことができる。
　課題2では各自、クリスマスケーキやツリー、
アクセサリーなど思い思いの商品を選んでい
た。5万ウォンという金額に苦労したのか、ク
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リスマスツリー（1万9千ウォン〉、クリスマ
スカード（千20ウオン）、ペアマグカップ（2万
ウォン）、フライパン（1万ウtン）という組
み合わせもあった。
　本稿の最後に受講生を対象に行なったアンケ
ートの結果を示すが、この課題はいちばん人気
が高かった。
　d．ギKTXギャラリー」で仮想体験（2004
　　年度授業）
　韓国鉄道公社が運営するKTXのウェブサイ
ト中の「KTXギャラリー9」にはKTX（高
速鉄道）の試乗を体験できる「動映像ギャラリ
ー」のコーナー一があり、インターネットならで
はの教材として有効である。画面をクリックし
ていくと次々に車内の様々な施設が現れ、その
横に二人の旅行者の感想が対話の形で表示され
る。授業では二人の会話を訳させたe内容はK
TXの宣伝文句であったが、学生は画像を見て
想像力を働かせながら課題に取り組むことがで
きた。
　以上のような授業はウェブページを移動しな
がら課題に取り組むという点でインターネット
の機能を十分に活用したものであり、普通教室
においては実現できないものである。ただしそ
の効果ととともに問題点もある。それについて
次章で述べる。
4　インターネットを用いた授業の効果と問題
　点
　この授業の目的は前述したように韓国語の実
践的な能力を身に付けさせることにある。具体
的には、教科書で学ぶ文法や辞書の説明にとら
われない韓国語の解釈を目指している。もちろ
んそれらを無視するということではなく、意味
のわからない一つの単語や表現にとらわれて解
釈に右往左往することなく、すでに身に付けた
知識と想像力によって問題を解決する力を身に
付けさせようというものである。そうした能力
の習得によって韓国語とより身近に、より積極
的に接していけるようになると考えるからであ
る。
　先ず、インターネットを用いた授業の効果に
ついて述べる。それは何より韓国語を手段とし
て何事かを成し遂げたという達成感を学生が味
わえることである。新聞記事を検索する場合な
らば、初めは検索すべき記事を教師が提供する
が、最終的には学生が自らの関心にしたがって
韓国語の記事を検索して内容を読み取ることに
なる。他のウェブサイトを用いる場合ならば、
要求された情報の掲載されているページを探し
てクリックを繰り返し、パンフレットやリスト
を完成させる。韓国語を用いて目的を達成させ
ることができたという体験によって、学生はこ
れまで学んできた韓国語を活かす機会を自ら広
げていけるようになるのである。
　語学面における効果としては、韓国の一般の
ウェブサイトを閲覧することによって生活に密
着した言葉を習得できることが挙げられる。わ
からない単語や表現に遭遇しても画像が理解を
助けてくれるため楽しく学べることは言うまで
もない。そして韓国の一一vL般の人々と同じサイト
を閲覧しているという意識が情報収集の意欲を
駆り立て、それが語学力の向上へとつながって
いくのである。
　以上のような授業を行なうにあたって留意す
べき点を次に挙げる。先ず、授業前の準備に関
しては、いくら細かい文法にこだわらないと言
っても新聞記事やウェブページの文章には明ら
かな誤りもあるので十分にチェックしておくこ
とが必要である。そしてインターネットの世界
は変化が激しいため授業当日になって必要なペ
ージが肖U除されているということもあり得る。
そのため授業当日にリハーサルを行うとか、万
が一の場合に備えて予備の教材を準備しておく
と安心である。次に、授業中はパソコンのトラ
ブルなどによって一部の学生が不利益を被るこ
とがないよう、作業の進み方の遅い学生にはそ
れがパソコンのトラブルによるものではないか
どうか注意を払うことが必要である。また、こ
の授業では普段目立たない学生が力を発揮する
ことがあるのと反対に、実力のある学生がパソ
コンの操作に手問取って力を発揮できない場合
もあるので、そうした学生が自信を失うことの
ないよう対処することも必要である。
　最後に、筆者がこの授業を行なうなかで現在、
最も問題と感じている点を述べる。それは評価
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の問題である。試験によって評価を行う場合、
トラブルの危険性を考えると試験時のパソコン
使用は躍蹴される。またあくまで語学の試験で
あるためパソコン操作の能力で点数が左右され
てもならず、したがって雛託試験とならざるを
得ない。しかしこの授業には出題源となるべき
共通のテキストが存在していないのである。こ
れを解決するためもあって新聞記事を検索する
授業では、教師が予め選んでおいた記事を最後
に配布して共通のテキストとしてきた。この記
琳を選ぶ際には内容のみならず、使われている
単謡や文型など語学的な効果にも配慮してい
る。
　しかしウェブペinジを移動しながら課題を完
成させる授業で同じことを行うのは非常に困難
である。ページが多ll皮に亘るため、どこか一頁
だけを選択するのは難しい。授業中においても
同様のことが言える。学生はそれぞれのペース
で作業を進めていくため、作業の過程で遭遇す
る問題でさえ同時に共有することができない。
各学生が蹟く簡所は大体共通するものの、作業
のペースが違うためにその場で中断させて教師
が説明するというようなことはできないのであ
る。また学生から質問が出なくても教師の側か
ら説明を加えることが必要と判断される箇所が
あってもそのタイミングを掴むことが難しい。
作業後にページを開いて一つ一つ検証するのは
非常に煙雑である。
　実はインター・・H・・ネットを用いた授業は教科書
を用いた従来の授業とは入りロから異なってい
る。教科書が一定の範囲を持つ世界であるのに
対し、インターネットは無限の広がりを持つ世
界である。したがって語学教育において担うべ
き役割も自ずと異なってくる。教師の立場とし
てはどうしても学生に対し、授業中に一定の語
学的知識を教授したいと考えるが、インターネ
ットを用いた授業ではそうした従来の教授方法
から脱却しなければならないのではないか。評
価についても同じである。共通のテキストがあ
れば解決するわけではなく、この授業に適した
劉の方法が用いられなければならないのであ
る。
　筆者はこれまで毎週の単語テストに加えて、
さらに期末試験で単語の読み書き問題と授業で
扱った新聞記事の内容に関する問題を課し、そ
れを評価の材料としてきた。しかしながらこの
試験では授業の目的である韓国語の実践的な能
力が身に付いたかどうかを計るに十分とは言え
ない。筆者がこの授業で求めているのは教科書
の文法や辞書の説明にとらわれない韓国語の実
践的な運用能力である。そうであれば評価され
るのは成し遂げられた結果であるべきで、そこ
には韓国語の実力以外にも問題解決のための
様々の能力が含まれてくる。それが語学の授業
の評価方法として果たして妥当であるかのどう
かの判断が問われる。
　このようにインターネットを用いた授業では
授業の形態のみならず、評価についての考え方
も変わってくるのである。しかしイとター不ッ
トが普及したとは言っても、自宅で使える環境
を整えていない学生もまだ多くいる。そのよう
な学生にとっては授業中の体験それ自体が持つ
意味も大きい。体験したということが評価の対
象となり得るという考え方］oも含め、早急に
検討していかなくてはならない教師側の諜題で
ある。
5　授業についてのアンケート調査
　本年度の受講生32名を対象に2005年12月
末に実施したアンケートの結果を示す。年末に
配布、回収したこともあって回答者は16名に
とどまったが、一定の傾向が表れていると思う
ので参考資料として提示する。以下、①から⑥
までの質問事項とそれぞれに対する回答を示
し、若干の分析を述べる。
　①この授業を受ける前に韓国語のサイトを
　　見たことがあったか。
　「はい」が7名、「いいえ」が9名であった。
「はい」と答えた者にその目的を尋ねたところ、
「韓国語の勉強のため」、「新聞に興味があった」、
「映画の情報を得るため」という回答であった。
また「いいえ」と答えた者のうち語学的な抵抗
感があったと回答したのは2名のみであった。
韓国語のサイトを見ていなかったのは言葉の問
題よりも機会がなかったことが理由のようであ
る。
②　現在、韓国語のサイトを見ることに抵抗
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　があるか。
「はい」が1名、「いいえ」が15名であった。
　③一工授業で扱ったテーマで興味の持てたも
　　のは何か。
　12月末までの授業で扱った8種類のテーマ
を興味の持てた順に並べさせたところ、7名が
「ロッテドットコム」を1番に選んだ。また3
番までに「ロッテドットコム」を入れている者
は12名でやはり最も多かった。同じくテーマ
ごとに3番までの選択者数を合計すると「イン
ターネット教保文庫」が9名、「ユニクロ」と「キ
ムチ博物館」がそれぞれ8名、「冷めんにスパ
イ」が4名、「韓中キムチ紛争」と「キムジャン」
が各3名、「人気漢方医キム・ソヒョンさんに聞
く」が1名であった。学生に人気の高かったの
は新聞記事よりも、ウェブページの移動を伴う
課題であった。
③一］1韓国語の勉強になったと思うテーマは
　　何か。
　韓国語の勉強になったと思うテーマを1番
から3番まで挙げさせたところ、1番に「冷め
んにスパイ」または「キムジャン」を挙げた者
が各3名と最も多く、「韓中キムチ紛争」、「イ
ンターネット教保文庫」、「キムチ博物館」が各
2名、「ロッテドットコム」が1名であった11。
3番までの選択者数を合計すると、「韓中キム
チ紛争jと「キムジャン」が各7名、「冷めん
にスパイ」が6名、「ユニクロ」と「キムチ博
物館」が各5名、「ロッテドットコム」が4名・
「インターネット教保文庫」が3名、「人気漢方
医キム・ソヒョンさんに聞く」が2名であった。
　③一1と③一llの結果を見て興味が持たれるのは
③一1では下位であった「韓中キムチ紛争」、「キ
ムジャン」、「冷めんにスパイ」が③・Hでは上
位に選ばれていることである。「韓中キムチ紛
争」と「キムジャン」は多数の記事からの検索
と記事のまとめが課題であり、学生にとって困
難な作業であったはずである。しかしこの傾向
は回答を個別に点検しても同様に確認された。
つまり学生自身が興味と学習とを明確に区別し
ているのである。これは今後の授業運営を考え
る際に大いに参考とすべき点である。
④インターネットを用いた授業は韓国語の
　　習得に役立つと思うか。
　「はい」が15名、「いいえ」が1名であった。
「はい」の理由としては、単語が覚えられる、
生きた韓国語が学べる、韓国の人々が普段使っ
ている韓国語に興味が沸くなどの語学的側面で
の効果と、最新情報が韓国語で読める、韓国に
ついて調べるときに韓国語のサイトも調べられ
るようになるなどの文化的側面と併せた効果の
ほか、画像があるので嫌にならずに学べる、意
欲が沸くといった学習姿勢における効果が挙げ
られた。
⑤授業で困ったこと、改善すべき点は何か。
　目当ての記事がなかなか見つからないという
回答があった。これは検索技術の問題とも受け
取れるが、課題の出し方とも関わっており参考
にすべき意見である。また、パソコンの調子に
左右される、画像があると表示に時間がかかっ
て退屈するという意見もあった。
　⑥　インターネットを使った授業と教科書を
　　使った授業のどちらを望むか。
　インターネットを使った授業を望む者が15
名であった。その理由は、自分が気になる記事
について調べられる、韓国の人々が普通に見
ているサイトが見られることがよい、韓国語
がわかるのだという自信が持てる、教科書に
ない情報が得られる、家でも気軽に「YAHOO！
KOREA」が見られるようになる、新鮮でやる
気が出る、楽しい、手を動かすから眠くならな
い、などであった。
　この回答からは教科書より楽しいという予想
された理由ばかりではなく、学生が積極的に授
業に臨んでいることが確認でき、また授業で身
に付けた能力を実践で活かそうとしていること
もわかった。
おわりに
　インターネットは情報内容だけでなくその機
能や使われ方が日々変化し、ますます身近な存
在となりつっある。大学の授業にはすでに様々
な形で取り入れられているが、語学の授業にお
いても今後、さらに使用が広がっていくと思わ
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れる。譜学力の向上に有効な活用方法を早急に
開発しなければならない。同時に籍学の授業は
何を目指すのかという基本的な問題をもう一度
聞い直す必要があると考える。その中からイン
ターネットが請学の授業において果たし得る役
割が見えてくるはずである。
1同志社大学抽谷幸利教授の「まなびの泉」
　（http：〃parans巴，cool．ne，jpノ）、福岡大学の「ハ
　ングルマダン」（http：／／ccc，cis．fUkUoka－u．ac．jp／
　～u5erO3ノ）等が代表的である。
Z波田野節子、朴杞略、山田佳子「県立新潟女
　子短期大学・国際教養学科・韓国akコー一スの
　教育課程」『県立新潟女子短期大学研究紀要』
　No、40、2003年3月。
3科目名に付けられた1からVIの数字は便宜的
　なもので順序や内容を表すものではない。
dこの教育法は本学の波田野節子教授によって
　試みられ、第25回朝鮮語教育研究会（2005
年3月26日、キャンパスプラザ京都）にお
　いて授業風景が紹介された。
Sただし不正確な日本語が用いられている場合
　もあるので注意が必要である。
6http：〃www．hkm99，co．krfkimchi＿museum〆aboutf
　aboutlasp
7http：〃www．kyobobook、co．kr／main，jsp
sh　ttp：〃www．lotte．com／lotte／sitemap／lotte－－index、
　jsp？check＝N
ght中：IAktx．korail．go．kr！
1°杉本卓・朝尾幸次郎『インターネットを活か
　した英語教育』大修館書店．2002年、pp．173
　～191参照。
11合計数が13名にしかならないのは無回答者
　1名と質問を勘違いした者2名分が集計から
　除かれているためである。質問③・llは以下
　も13名分のみを集計した。
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